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基本計画特別委員会について

• 委員の中に、公立大学の教員等が皆無。

→審議会の委員は各団体等の利益代表ではない。
 しかしながら、地方分権が進む中で、地方で進める
 べき科学技術政策に目配りができる人材も必要。

→教育・研究は、標準化しすぎると独創的なものが
 出てこない。地域の多様性を生かした研究を推進
 している。たとえば公立大学の視座も必要。
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イノベーションについて
 

１
• 国家として、人類の将来に資する、あるいは産業

 界も活用し得る新しい科学技術を追求することは
 非常に大事だが…

 
。

→巨大科学を１国で先導していくという考えは幻想で
 はないか。

→これからの科学技術の探求には、国家間の協力、
 役割分担の仕組みが必要（先進国は疲弊）

→産業界はグローバル化、国家の枠組みを超えた
 活動をしている（投資が国家の競争優位に単純に
 結びつかない）
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イノベーションについて
 

２
• イノベーションとは、事業化を前提として産業が競

 争力を高めるためのありとあらゆる活動を指す

→国全体として特定の分野を決めてイノベーションス
 タイルを画一化できるものではない。

→地方圏では、地域企業によるイノベーションの支
 援が非常に重要な産業政策（地域企業の支援をし
 なければ地域経済が崩壊）。

→地方の大学の多くは、こういう状況に対応が求め
 られている。
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研究開発投資の在り方について

• 大きな計画がまず「予算ありき」で動いていく

→本来はやるべき具体的なテーマがあって、それに
 対して予算をつけるもの。

→予算に応じたテーマを考えるのは本末転倒。

→小規模な大学、研究機関が門前払いになる支援
 制度や投資計画が増えているのではないか。

5



公立大学の立場から
 

１
• 地域における共同利用施設の公立大学への設置

 を積極的行っても良い。

→集中的なファシリティーではなく、ハブとネットワー
 クの形態をとるべきである。

→「物性」や「高エネルギー」といった広領域を対象と
 せず、

ー small science

ー狭いが普遍性がある

ー interdisciplinary

等の特性を持つ分野を対象とするべき。 6



公立大学の立場から
 

２

• 「科学技術を文化として社会に根付かせる」方針を
 とるのであれば

→国公私立大学の連携はもちろん、地域の公設試
 験研究所と公立大学とが連携し研究を推進するな
 ど多様な方策が必要。

→地域の民間企業の力、自治体の財政力（地域研
 究インフラ）も含めた総合的力と課題がうまくマッチ
 する研究を優先的に後押しすることを望む。
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公立大学の立場から
 

３

• 「三位一体の改革の論理」の中で、緊急性の高い
 国家諸政策において公立大学が除外されてきた。

→大学は、設置者の如何を問わず、国家の財産、国
 の発展を支えるインフラ。

→国の政策を補うため、民間や自治体の資金を活用
 して大学を充実してきた。国公私立大学を問わず、
 国家の包括的支援は当然。

→公立大学の支援についても、文部科学省の重要
 な施策として位置づけられるべき。
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9

参考資料
公立大学は

• 住民や地域産業界から強く期待されて、地方自
 治体自らが設置（地域のニーズに密着）。

• 全国的規模で貴重な人材を養成。

• 約半数が県庁所在地以外に設置。地域産業と
 結び付いた研究を推進。



公立大学の研究推進と学術拠点づくり（１）

秋田県立大学
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首都大学東京の研究推進体制

特別基金（アクションプログラム２００６：経営努力による剰余金）、外部資金

大学の強みを伸ばす研究環

２１世紀COE研
 究グループ

大学院イニシア

 チブグループ

CREST研究グループ

SORST研究グループ

CREST研究グループCREST研究グループ

CREST研究グループ

大学院イニシア

 チブグループ

大学院イニシア

 チブグループ

プロジェクト研究棟建設

３０００ｍ２

戦略研究センター
特別任用プロジェクト（３領域４分野）

 ５年任期、４５歳以下はスタートアップ

 研究費(１千万円）を支給

戦略研究センターを核とする研究環

公立大学の研究推進と学術拠点づくり（２）
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首都大学東京



脳梗塞に対する自己骨髄幹細胞の静脈内投与による再生治療

■脳梗塞患者本人から骨髄細胞を採取し、

 GMP準拠のCPC/細胞バンクにおいて幹細

 胞を抽出・培養増殖後、大学病院にて静脈

 内投与
■２００７年１１月現在、１０人へ投与

■ヒト骨髄細胞群の中から神経系細胞へ分化する幹細胞を同定。この幹細胞が、

 脳梗塞等の脳神経再生に極めて有効であることを、世界に先駆けて発見。

 この細胞は脳に直接投与する必要はなく、静脈投与することによって、脳の

 患部に到達させることができる。従来困難だった脳神経の再生によって脳梗

 塞などの脳神経疾患を治療。
■GMP設備を使い、臨床用のヒト骨髄幹細胞を分離・増殖・保管するシステムを

 構築。

研究要旨

札幌医大でH19年1月に臨床研究をスタート

Ｈ１９年度橋渡し研究支援推進プログラム「オール北海道先進医学・医療拠点形成」

公立大学の研究推進と学術拠点づくり（３）
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札幌医科大学



グローバルＣＯＥプログラム

『文化創造と社会的包摂に向けた都市の再構築』

学際、複合、新領域分野の拠点！

◆芸術文化の創造的な作用

 を活かし、新産業を創出

◆都市コミュニティを再創造

 し、社会的に排除されて

 きた人々の自立を支援

◆ 「社会的包摂」を実現する

 都市（空間）のあり方を学

 際的に追究

◆

 
21世紀にふさわしい先端

 的都市論の彫琢

公立大学の研究推進と学術拠点づくり（４）
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大阪市立大学



健康長寿研究の概念健康長寿研究の概念

健康健康

精神精神

身体身体 社会社会

こころの健康

からだの健康 しゃかいの健康

生活の保障

 
ストレス

 
家族関係

 
役割の獲得

 
メンタルヘルスの維持増進

 
認知症の予防対策

 
グリーンツーリズム

 
アルコールの依存

所得保障

 
社会参加

 
農業・農村の持つ多面的機能

 
就業環境

 
職業・就業・開業支援

 
保健・医療・福祉サービス

 
コミュニティ

食事

 
運動・休息

 
自然治癒力

 
生活習慣病・成人病予防

 
健康教育・相談

 
健康診査

 
老人介護

 
介護予防

生活環境生活環境

自然環境

 
空気、水

 
地球温暖化

 
汚染土壌の浄化

 
環境修復技術開発

社会環境

 
歴史、文化、宗教

 
居住環境

 
安全な環境

 
高齢者移動手段

Fukui Prefectural University
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公立大学の研究推進と学術拠点づくり（５）

福井県立大学



100を優に超える公立大学のキャンパス群
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平成に入り公立大学のキャンパスが急増
→医療福祉など２１世紀の切実な課題に対応
→公共政策などの地方行政を支える人材育成
→地域課題に結びついた研究の推進

●都道府県立大学
◆市立大学
▲事務組合等立大学
●◆▲

 

短期大学（短期大学が同一のキャンパスの場合重ねてプロットしない）



北
海
道
・
東
北
地
区

［1］札幌医科大学※
（2）釧路公立大学
（3）公立はこだて未来大学※
<4>名寄市立大学
<5>札幌市立大学※
［6］青森県立保健大学※
<7>青森公立大学※
［8］岩手県立大学※
［9］宮城大学※
［10］秋田県立大学※
［11］国際教養大学※
［12］山形県立保健医療大学※
［13］福島県立医科大学※
［14］会津大学※

関
東
・
甲
信
越
地
区

［15］茨城県立医療大学
［16］群馬県立女子大学
［17］群馬県立県民健康科学大学
<18>高崎経済大学
<19>前橋工科大学
［20］埼玉県立大学
［21］千葉県立保健医療大学
［22］首都大学東京※
［23］産業技術大学院大学※
［24］神奈川県立保健福祉大学
<25>横浜市立大学※
［26］新潟県立看護大学
［27］新潟県立大学※
［28］山梨県立大学
<29>都留文科大学※
［30］長野県看護大学

東
海
・
北
陸
地
区

［31］富山県立大学
［32］石川県立看護大学
［33］石川県立大学
<34>金沢美術工芸大学
［35］福井県立大学※
［36］岐阜県立看護大学
［37］情報科学芸術大学院大学
<38>岐阜薬科大学
［39］静岡県立大学※
［40］愛知県立大学※
［41］愛知県立芸術大学※
<42>名古屋市立大学※
［43］三重県立看護大学※

近
畿
地
区
協
議
会

［44］滋賀県立大学※
［45］京都府立大学※
［46］京都府立医科大学※
<47>京都市立芸術大学
［48］大阪府立大学※
<49>大阪市立大学※
［50］兵庫県立大学
<51>神戸市外国語大学※
<52>神戸市看護大学
［53］奈良県立医科大学※
［54］奈良県立大学
［55］和歌山県立医科大学※

中
国
・
四
国
地
区

［56］島根県立大学※
［57］岡山県立大学※
［58］県立広島大学※
<59>広島市立大学
<60>尾道大学
［61］山口県立大学※
<62>下関市立大学※
［63］香川県立保健医療大学
［64］愛媛県立医療技術大学
［65］高知女子大学
［66］高知工科大学※

九
州
・
沖
縄
地
区

［67］九州歯科大学※
［68］福岡女子大学※
［69］福岡県立大学※
<70>北九州市立大学※
［71］長崎県立大学※
［72］熊本県立大学※
［73］大分県立看護科学大学※
［74］宮崎県立看護大学
（75）宮崎公立大学※
［76］沖縄県立芸術大学
［77］沖縄県立看護大学

※は公立大学法人が設置

 

No. ［X］都道府県立

 

<X>市立

 

（X）事務組合立等

構成大学
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